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1. 序
現在一般に行われている照度に基づく照明設計は，直
接的には視覚に関連を持たない便宜的な方法であり.ti
の明視照明設計と言えるものではない。真の明祝照明股
3十は，視作業者の服に入射する光の性状と，税作業ー者の
見易き評価とに基づいて行われるものでなければならな
し、。
そこで，筆者は.この誕の明視照明設計法を硲立すべ
< .研究を行い，次のような知見を得た。まず，視対
象物の視認は定常械においては.視対象物(例え，;1:'文字)
の大きさ，視対象物と背景との輝度対比，及び1'f長線!支
の三者で決まることに1i回し，均一な背景輝度のもとで
の，これら三者の.開条件における関係を，ランドルト
視線を用いて広範囲に求め，見易きの評価基準となる標
激等視力曲線図を得たど
背景に輝度分布がある場合については，見易きが等{舗
な幼-ff景輝度を得るための相互関係も視覚実験から明
らかにした?
また，高輝度光i原による不能グレア珪lは，眼球内散乱
による光幕が主原因であることを明らかにし，この光幕
最を等価光幕ま軍度の慨念を導入することによ って.t:i¥f; 
等視力曲線に於て，背景却度及び輝度対比の変化として
処理しうることを示したiJ
一般的な視対象物である印刷文字並びに印刷文章の見
易さは，見易きが等価なランドJレト視標の大きさを求め
ることにより.簡単に原価することが出来ることを証明
したず
標準的な視作業状態において，光源{立すtと，祝対象の
反射特性の関係を調べ，実際の視作業時の見かけの背景
輝度，見かけのま軍度対比が求められるようにした?
更に，視対象物の見易きの程度は，閥条件からの背景
輝度の隔りの大きさによって数量化できることを示し，
明視照明の見易きレベルを求める実験式を得た?
以上は主に部屋の全般照明設計を対象としたものであ
るが，省エネルギー的な見地からみても. また多くの家
庭での使用実態から見ても，局部照明を併用した照明設
計も可能な明視照明設計法を考える必要がある。
この局部照明をも考慮した照明設計を対象としての基
礎資料を得る日的で行な っている研究の成果について
は，光t僚の位置が見易きに及ぽす彬特などー古昔前報で11報
告したが，本報では，彼験者の年令や視対象の大きさ等
が光源の位置と見易きの関係に及iます影容について考究
した結染を報告する。
2.実験方 法
視対象物としては，前報同様.文字とは巡って意味を
持たず，視官、性を客観的に判断出来るランド Jレト氏環視
標を使用することにした。既報引のランドル ト氏環税標と
印刷文字の関係について実験した結果から，文章を読む
場合と，同じmみ易きが得られる大きさのランドルト氏
環視標を.活字のポイント数毎に定めた。字体は最も一
般的な明朝体活字を基準とし，明視距般のとき16ポイン
ト活字に対しては視力(V.A.)0.3のランドルト氏環視標，
10ポイントは枕カ0.4の視標 8ポイントは視力0.5の視
標.6ポイントは視力0.7の視標.4.5ポイントは視力1.0
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のランドルト氏環視標となった。この定めたそれぞれの
大き さのランドルト氏環視標色縦横各4個ずつ計16個
を1単位として並べ更にそれを縦横3単位ずつ並べて
合計144個のランドルト氏環視標を配置した。ランドルト
氏環視標の切れ目の方向は.縦横，斜めの計8方向と し，
配置した l単位(ラ ンドルト氏環視標16個)毎に，切れ
自の方向が2回宛現われるように配置した。切れ自の方
向が現われる順序は乱数表を用いて決めた。尚，明視距
離に於て24ポイント活字に相当する視力0.2のランドルト
氏環視標を含めた視対象も印刷したが，今回の笑験には
使用しなかった。視対象の紙質は，コート紙，上質紙，
中質紙，更紙，インディアン紙， ヒy トコピー 紙， Gロ
ール紙，アート紙の8種類で，白紙に黒インクでオフセ
ット印刷した。更にコート紙，上質紙，アート紙を用い
た後標では， それぞれ活字と紙面の輝度対比が0.9，0.7， 
0.4， 0.2， 0.1前後になるよ うに黒さを薄めたインクで刷
った祝標も作製した。前報では，最も一般的な活字の大
きさ(8ポイン卜)に相当する視力(V.A.)0.5のランドル
ト氏環視標を使った測定の結果から，光源位置と見易さ
評価との関係について考察したが，本報でも，視力(V.A.)
0.5のラ ンドル ト氏環視標での結果を主として一部視力
(V.A.)0.3のランドルト氏環視標を用いて視対象の大き
さが見易き評価に及ぼす影響について検討する。紙質に
ついても前述の8紙質のうち，本実験では，表面が7 ツ
トで光拡散性に豊み最も基準となる紙質と考えられるコ
ート紙，最も鏡面反射を起こし易いアー ト紙及ぴ最も一
般に多用される中質紙の三紙質に限定した。
また，被験者の年令が見易き評価に及ぽす影響につい
ては表一|に示す被験者を20オ前後(15オ-24オ)， 30オ
前後(25オ-34オ)，40オ前後(35オ-44オ)， 50オ前後(45
オ-54オ)の4段階に大別し，各年令段階毎に結果を平
均して比較した。
先述の均一背景縁度視野のもとでの視認閣に関する実
験1)及び.見易き評価と背景輝度の関係についての実験引
は，いずれも20オ前後の学生を主体にして測定している。
これは，大江等制の年令と視力の関係についての調査結
果から， 20オ前後に最も視力が高くなることに基づいて，
質的な照明設計を考える上での基準としては20オ前後の
被験者について求めた均一背景輝度のもとでの資料が最
適と考えたからである。年令の差，輝度むらの影響など
は，すべて上記の基準状態との相互関係から補正しよう
とするものである。被験者数は多い程一般的に良いといえ
るが，多人数の測定も因縁であるため本研究に於ける各
年令段階毎の被験者数は， 20オ前後を最も多くし，年令
が高くなる程人数を減じた人数割とした。結局，被験者
唐
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表ー! 被験者 リスト
視 力
性別 年令 利き目
1 . 0.8掴
1旨 22 12 1.0 右
女 20 1.0 1.0 右
女 21 1.0 1.0 左
女 22 0・ 0.9 左
宜 20 1.6 1.6 右
:担 86 0.9 0.8 右
宜 88 1.2 O.・ 右
男 29 1.0 1.0 左
男 88 1.6 l.6 者
宜 87 1.2 且9 右
女
5‘ 0.8 0.8 左
主 20 1.2 0.9 右
数は20オ前後6名， 30オ前後3名，40オ前後 2名，50オ
前後1名である。
表ー|に示した各被験者の視カは， 0.3mおよび1m 
の視力表を，拡散光て。5001xに照らした状態で測定した視
力(矯正視力を含む)である。
実験は前報同様，調光室内に光源位置可変装置を設置
し，その光源の回転中心点に祝標を配置し，視楳に対す
る被験者の視線方向を視作業角(80)30'の位置に固定し
て行なった。尚，視作業角(80)，入射角(8i)に30'を選ん
だのは，寸生明視作業時の祝作業角として30・前後の出現
頻度が高い9)と言われており，この状態で入射角30・の光を
受けると最も反射グレアの影響を受け易いと考えたから
である。調光室は天井に30本，壁3商に各20本ずつ蛍光
灯がうめ込んであり，その天井面及び壁画にはトレーシ
ングペーパーと黒紗をはり，光がほぼ均一に拡散するよ
うにしてある。局部照明として用いる装置の光源には.
650Wのプロムランプを用い，ランプの前面には視角 2'
の開口を持った遮光板を取り付けた。関口部に乳白ガラ
スを入れ， また手Laガラスとプロムランプの問に熱線遮
断ガラスを入れた。乳白ガラスにより，プロムラ ンプか
らの光はほぼ均ーな拡散発光面となり.また，光源の大
きさは視角 2'であるから，実際にはほぼ点光源とみなせ
る。
作業面照度を，全般拡散照明，局部照明とも約5001x
に調整して測定を行なった。
局部照明は，視対象物への光の入射角(8i)を30・に保ち.
方位角('1')を視対象物を中心に して正面(伊=0・)から，右
方へ5・， 15'， 30'， 60・， 9ぴ(aJ中では，この方向に光源
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がある場合，伊の値を正にした)，左方へ5'，15・， 30・'
60・，90・，110・(図中では，この方向に光源がある場合，
¢の{直を負で表示した)と回転させた。それぞれの光源位
置の状態で，被験者に視対象を見せ，測定を行った。
実験は，視対象物のランドルト氏環視擦の切れ目の方
向jを2方向指定し，被験者にランドルト氏環視標のなら
ぴを左から右へ横に読ませ，指定された方向に切れ目の
あるランドルト氏環視楳の出現をチェックさせた。
ランドルト氏環視標の 2方向の切れ自の指定には，ラ
ンドルト氏環視標の切れ目が縦，横，斜の8方向あるう
ち，必ず右か左のどちらか1方向と， もう 1方向は，そ
の横方向 と鋭角をなすような斜方向の 2方向とした。そ
の理由は，縦と斜方向の 2方向の組合せでは僕へ読ん
でゆく場合，上か下を見ればよいので見易くなるためと，
また，横方向に切れ自のあるランドルト氏環視標は，機
へ読んでゆく場合，隣合ったランドルト氏環視標との関
係で見にくくなることが予備実験で確められたためであ
る。
チェソクは，両眼視による「目読」及び，r抹消作業」と
を行った。
なお，声を出さずに目だけで読むことを正しくは「黙読」
と昏くが，こニでは作業内容が伝わりやすいので，あえ
て「目読」という文字をあてる。
「自説」については， 144個のランドルト氏環視襟をチェ
yクする時，一段ご と(一段にランドルト氏環視標は12伺
ある)に指定された2方向の切れ目のあるランドノレト氏環
視標の出現回数を数え上げさせ，その数を笑験者が記録
した。
「抹消作業Jは，指定された 2方向の切れ自のあるラン
ドルト氏環視標をペンで消してゆく作業である。
「自説J，["抹消作業」のそれぞれの作業について， 144偲
のランドルト氏環視標をチェックし終るまでの経過時間
も測定した。また.光if，tj(の視対象への各方位角，各紙質
のもとでの測定ごとに見易きの評価を被験者に行わせた。
実験終了後.指定した 2方向の切れ目のあるランドルト
氏原視標の見落し率も.それぞれの作業について計算し
た。尚，上記の見易さの評価は，完全拡散照明下での.
両目でコー ト紙の視対象(視力0.5のランドルト氏環手応惇J
を見た時の見易さの評価点を100点として，抹消作業と目
読の両方の作業を総合した見易き評価である。
3. 実験結果
3. 1 被験者の年令の影響
各被験者の測定結果を20オ前後，30オ前後， 40オ前後，
50オ前後の各年令層に分けて平均した「見落し率」の結果
(3 ) 
を図ー 1-図-2に示す。
「見落し率Jについてみると，一般的にm 目読'の方方円抹
t肖作業wよりも見落しが少ないといえる。 20オ前後ではあ
まり差異はないが年令が高くなる程"目読1 e"抹1肖作業'
とで差が拡大する傾向にある。また，光i原が視線の正反
射方向に在るとき見落しが増え.特に鋭面反射性の強い
アート紙でこの傾向が強<，見落し:率が50%に達する場
合も認められる。更にコート紙などでは光i原が右前方(光
線方位角が負の方向)に在るときの方が，左前方に在ると
さよりも見落しが多いといえる。この傾向は高令者ほど
顕著である。中質紙では，他の紙質問様，、目読wより、、抹
消作業Hの場合の見落しがやや多いが，顕著ではない。
「所要作業時間jについても，各年令層毎に分けて平均
した結果を図-3-図-4に示す。「見落し率」に比して
「所要作業時間」では，被験者の年令による差が大で，一
部を除いて年令が高くなる程「所要作業時間jが長くなっ
ており， 20オ前後と50オ前後の年令層間では約2f音の隔
りがある。、、自説ゆと*抹消作業"の差は一般に認められな
いが，50オ前後の年令層の場合，紙質が中質紙のとき
、自説。の所要作業時聞が"抹消作業"よりやや短かく，特
にコート紙のときには約 2-3割方、目読かの所要作業時
問が長い。
また，["見易き評価Jについて各年令層毎に実験結果を
平均して，まとめたものを図-5に示す。「見易き評価j
に関しては， ["見沼し率H所要作業時間jほど，王手令層及
び光線位置による差異が顕著に現われていない。ほぱ，
各紙質，各年令層とも「見易さ評価jは80-90点にな って
いる。しかし，光沢のあるアート紙視標では，光源が視
線の正反射方向附近:!:30・以内にあるとき，評価の低下が
著るしし特に年令による差異が顕著で， 20オ前後の被
験者の評価が最も低くて約40点， 30オ ・40-4-前後は約60
点， 50オ前後は70点であった。本来20才前後の被験者の
視力は高 <，よ く見えているため，正反射光が限に入っ
たとき，見難〈感じる度合が強いが.一方高令者では，
拡散光照明のもとでもそれ程見易く感じないため.逆に
正反射光による見易さの低下もそれ程感じていないと考
えられる。
3.2 視対象の大きさの影響
測定例数が少なし 20オの被験者の中の l人について
実験した結果のみしかないが，この被験者は20オ前後の
被験者グループの平均よりやや良い値を示すものである
から，一応の傾向は緩めるものと与えられる。
視対象の大きさは，最も一般の印刷物に多用される 8
ポイントの文字に見え方が等しい視カO.5(V.A.0.5)のラ
ンドルト氏環視線及び， 16ポイントの文字に見え方が等
品皐.
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図-5 光i原の方位角と読み易さ評価の関係に及
ぽす年令の影響
居 学
しい視力0.3(V.A.0.3)のラン ドルト氏環視標を用いて測
定した結果である。
「見落し率jについての結果を図-6-図ー 7に示すが，
f見落しJは非常に僅かで，いずれの視線の大きさ，紙質，
光源位置に於ても 0-5%程度で，有意差は認められな
い。水抹i肖作業"の結果もほぼ同様であった。
「所要作業時間」に於ても.図-8-図-9に示す如〈
作業内容(目読，抹消)による差異に有意差は認められな
い。いずれの紙質においても.祝対象物が大きい場合
(V.A.0.3)，光源位置による影響が少ないことが認めら
れ，一般に.大きな視対象物(V.A.0.3)の方が標準視標
よりも「所要作業時間Jも短かい。この差は特に光源が視
線の正反射方向に4主るとき顕著である。
「見易さ評価Jを求めた結果を図ー10に示す。明らか
に視対象物の大きな方が見易き評価も高しまた光源位
置の見易さ評価への影響も少ないといえる。拡散光照明
下で視力0.5のランドルト氏環視線を祝対象物と して‘呂説"
*抹消'の両作業をさせたときの見易き評価を100点とした
ときの相対評価では，視力0.3のラン ドルト氏環視標ででき
た視線を点光源で照らしたときの見易きは，ほIfl10-120
点であった。一方視力0.5のラン ドルト氏環視線について
の点光源での結果は，正反射位置附近に光i原がある場合
を除いて80-95点であった。
4.考察
4. 1 被験者の年令の影響について
3. 1節でも述べた如<，一般的にみて被験者の年令が
高 くなるほど「見沼し率jは高くなり，また「所要作業時
間」も長くなるといえる。これは先述の大江等の研究結
果からも人聞の視力が20オ前後を峠として以後年令が寓
くなるに従って視力が低下し，特に図ー111こ示す如し
近点視力の低下が考るしいことからも理解出来る。
次に，この年令と作業性の関係を詳し くみるため各年
令4.Ij:， 各紙質毎に各光iJ-'rt位置での「見落し率H所要作業
時間」を平均して示したのが図ー12-図ー13である。「見
落し本Jで30オ前後の被験者の結果が少し悪すぎるようで
ある以それを除けば， r見落し率H所要作業時間」と も
明らかに高年令になるに従って視作業性が低下すること
が認められる。紙f'{との関係では， r見落し率」でみると
コート紙が最も見洛しが少なし次いで中紙質，アー ト
紙の順になり， r所要作業時間Jについてみると.中質紙
の所要作業時聞が絞も短か く，アート紙，コート紙の順
になっている。ということから中質紙に印刷した視対象
物が案外‘祝作業性。が良いこ とが考会えられる。
そこで，r見落し半H所要作業時間jを別けるのではな
(6) 
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〈総合して視作業性を検討する必要がある。いくら正確
な作業でも長時間かかったのでは作業性が良いとはいえ
ず，またこの逆の場合も同様なことがいえる。故に，背
景輝度が均一な視野のもとで，コート紙に印刷した視標
をチェックする状態を視作業の基準と考えて.この作業
に必要な所要時間を.その人の所要作業時間で創れば.
この値(作業速度係数と呼ぶことにする)が大きい程，作
業速度からみた視作業性が良いことになり.また基準状
態と同等の枕作業性を有する場合の値は lとなる。また.
同様に「見裕し率Jについても，この値を100%から引いた
正解率を求め，そのときの正解率を基準状態の祝作業の
正解率で割った値(作業精度係数と呼ぶことにする)を求
めると，この場合も，基激状態と同等の視作業性のある
場合の係数は 1となり.1i在が大きい程視作業の精度が高
いことを意味することになる。よってこの2つの係数の
積を見る仁、正確さ.e:'速さ'の両面から作業性の良否
が判断出来る。即ち.総合した場合も係数 lが器準状態
と同等な視作業性を有することを示し. 1直が大きい程視
作業性の良いことを表わしている。この総合した係数を
視作業性係数(y )山と呼ぶことにすると.
y =(Ae/Be)X(Ce/De)一一一(1)
但し. Aeソ基準状態。下で視襟100個をチェ yクす
るに要する作業時間(分)の金平均値
Be:評価対象の被験者文は評価対象の光i原位
遣の状態で視標100個ををチェックする
に要する作業時間(分)
Ce:評価対象の被験者又は評価対象の光源位
置の状態で視様をチェックしたときの正
解率
De ゾ基準状態n下で視標をチェッ7した時の
平均的な正解率
各年令層別.紙質別.視作業の内容別にまとめた視作
業性係数の計算結果を図ー14-図ー15に示す。視作業の
内容(目説.抹消)による顕著な差異は認められない。 一
方.被験者の年令による影響は，日月らかに年令が高くな
るに従って視作業性係数の者るしい低下が認められ，同
じ照明環境でも高令者はより見維さを感じる7与が多いこ
とを示している。更に光源が視線の正反射方向に在ると
視作業性係数は一層低下しており，局部照明光線の設置
位置の選択が盤要であることを示している。特に銭面反
射性の5島、アート紙でl久光i採が正反射方向に布るとき
の視作業性係数の低下が著るしいれ一方中質紙では，そ
の影響があまり見られない。また，*目るj~'" ‘抹消'いずれ
の視作業時に於ても光源が正商から左側('1'が負)に在る
ときよりも右側('1'が正)に在るときの方が視作業性係数
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図-15 光j僚の万位角と視作業性係数の関係に及
ぽす年令の影響 (抹消作業)
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-)77-
は低くなる傾向が認められ.視作業佐係数に基づいて局
部1m明光源の望ましい設置位置を選ぶと，おおよそ正面
左3ぴ(ψ=-30.)-左90・(伊=-90・)の範囲と考えられる。
次に「見落し率H所要作業時間」の場合と同機に光源の
方位角を無視して，視作業性係数を年令別に平均し.後
験者の年令と視作業性係数の関係を示したのが図-16で
ある。明らかに魚沼読."抹消作業砂とも年令治情くなるに
従って視作業性が著るしく低下することがわかる。20オ
前後のとき0.9前後の視作業性係数であったものが， 30 
・40オ前後では0.7前後に，更に50オ前後では視作業性
係数は0，5前後まで低下して居り， 50オ前後では悶ーの照
明状態のもとではおよそ20才前後の半分の視作業性しか
硲保出来ないといえる。一方視対象の紙質が視作業性係
数に及ぼす影響は図ー16にみられる如 <.年令の最長轡に
比して非常に僅かであるといえる。
図- 1 7-図-18に明日!~.‘抹消作業'を行な ったときの
税対象物の大きさが作業性に及ぼす影響を視作業性係数
でもって比較したものを示す。先にも述べた如<. 8ポ
イントの明朝体活字に相当する祝カ0.5のランドルト氏環
視棟の場合，光i原の位置が正面から右の方向に来ると一
般に枕作業性が低下したが，視対象物が16ポイ ント活字
に相当する視力0.3のランドノレト氏環視標になると喚問 U~.
、、抹消作業'とも光線位置の影響を殆んど受けなくなると
言える。
5.結論
光源の位置が視作業性に及ぼす影響について.作業者
の年令や祝対象の文字の大きさという観点から検討した
結果次のような知見を得た。
(1) 視作業の内容("目読砂ホ抹消作業停)によるf見落し率」
「所要作業時間」への影響は無視出来る程度のものであ
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図-18
( 12) 
光i原の万位角と祝作業性係数の関係に及
ぼす文字の大きさの影響(目読)
図-17
中恨他:照明の基礎研究(その8) -179-
る(図ー 1-図-4) 
(2) r見洛し率H所要作業時間Jとも年令が筒くなる程一
般に悪化する。(図-1-図-4) 
(3) r見易きの評価Jでは作業者の年令や光源の位置の影
容を(アート紙を除<)あまり受けない。アート紙では光
源が正反射方向に近い方位角¢ニ士30.の範囲内に在る
とき著る しく評価が低下する。(図ー 5) 
(4) 視対象の文字の大きさカ呼且作業性に及ぼす影響は「見
落し率」よりも「所要作業時間lJに顕著に現われる。(図
-6-図-9) 
(5) 文字が大きくなると光源の位置が線作業性にあまり
影響しなくなる。(図ー11-図ー18)
(6) 祝作業げ正確γ 及び'所劉乍業時間'を総合した「視
作業悦係数jを(1)式で求め，光源位置が視作業性に及ぼ
す影容を検討すると.必おむね好ましい光源位置とし
ては.正面から左へ30.(o=ー 3ぴ)寄った位置から視対
象物の左真横(~=-90・)の範囲になる。(図ー 14-図-
15) 
(7) 作業者の年令が視作業性に及ぼす影響は著・るしし
年令が高くなる程視作業性は低下し，約20才の者に比べ
て約50オの者では視作業性はほぼ半分になる.(図-16)
稿を終るに当り.有益な御:iY.見を御聴かせ下さった大
阪市立大学大志野主主教授，.:;lEぴに大阪大学伊雌先三教授
はじめ，建築学会近畿支部環境工学委貝会光環境部会の
各委員に深鰍致します。また.数々の御便宜や御援助を
戴いた大阪市立大学生活科学節住居機構学教室の皆僚に
感謝致します。更に，多忙な中を被験者として本研究に
御協カ下さ った方々に謝意を表します。
註 釈
註 l 光線やその反射像のような高輝度のものが視線の
近くにあるとき，祝対象の周辺にできる光幕また
は視対象の表皮反射光によって，視対象の対比が
低下し，物が見えにくくなる現象。
註2 本論文では視作業性を検討するに当って， r作業の
正砲さJと「作業の速さ」とを等価に評価したが，
勿論間違いがあっては非常に困るような作業等で
は「作業の正確さ」を評価する係数(体制高度係数)
に大きく加重を掛ける必要があり，評価対象の作
業内容によって加ilの掛け方を考慮しなければな
らない。
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Summary 
As a result of the previous studies using Landolt's Ring visual targets， the following have already been made clear by 
the authors， namely， (1) the standard visual acuity curves showing the relationship among the minimum perceptible 
size of visual object， luminance contrast， and background luminance ; (2)the effect of existence of uneven luminance， 
particulaly a highly luminant plane (e. g. light source) in the visual field on the threshold of visual perception; and (3) 
the relationship between legibility evaluated and brightness of background luminance 
In this study， lighting environments were evaluated in terms of the working easiness for visual tasks such as reading 
and writing. 
Method of the experiment included 144 Landolt's Ring visual targets for visual acuity of 0.5 those were similar in 
legibility to read sentences of Point 8 types printed at a distance for usual reading and writing， and those were ar. 
ranged in both longitudinal and lateral lines each consisting of 12 targets with their gaps pointing to random directions， 
and then， those were printed on coated paper， medium grade paper and art paper. Observers were indicated to check 
the gap direction， freely indicated by experimenter， of each Landolt's Ring visual target by silent reading and erasing， 
and the working time and the percentage of correct checking were measured. This study was for the purpose of 
clarifying the position of the light source highly evaluated in terms of easiness for visual work， based on the above 
experimental results and in connection with the incidence and azimuth angles of the light at the working time 
The facts clarified by this study on the effect of the position of a light source on visual working e伍ciencyfrom the 
view point of the worker's age and the size of visual object， are summarized as follows 
(1) The e行ecton " the oversight rate" and " the working time required" depending on the details of visual work (" si. 
lent reading " anq "erasing work ") can be ignored (Fig. 1 -Fig. 4) 
(2) Generally， the greater the age， the more " the oversight rate" and "the working time required" (Fig. 1 -Fig. 4). 
(3) In the " evaluation of easy seeing"， the worker's age and the position of light source do not have much effect (with. 
out art paper) (Fig. 5). 
(4) The effect of the size of leUers， i. e. visual object. appears more conspicuously in " the working time required " than 
in "the oversight rate " (Fig. 6 -Fig. 9) 
(5) For large letters， the position of light source does not have much ef，巴cton visual working e伍ciencyFig. 17 -Fig. 
18) 
(6) Obtaining " the coe伍cientof visual working efficiency " involving " correctness " of visual working and " the working 
time required " by the formula (1)， the effect of the position of light source on visual working efficiency was studied， 
and it has deen found that generally the preferable position of light source lies in the range from a position at 30・
(q> = -30・)to the left of the front to that exactly lateral to the visual object (q> =←90・)(Fig. 14 -Fig. 15). 
(7) The effect of the worker's age on visual working e伍ciencyis remarkable， and the greater the age， the lower the 
visual working efficiency. The visual working efficiency of one about 50 years old about on巴 halfof that of one 
about 20 years old (Fig. 16) 
( 14) 
